
◎5月 12日（土）開催 第 3025 回例会 

単独例会/貸切バスで行く滋賀・比良山地 

「堂満岳へシャクナゲを訪ねる」に

参加して 

保久良支部 逢坂 保子 

新神戸駅バスのりば 7時出発

の貸切バスに乗る。参加者は、男性 10名・女性

21 名の合計 31名パーティである。（後で解りま

したが、男性 1名が現地で合流したので 32名で

した！） 

出発後、資料に目を通していると、本日の司会

進行役？である渡田さんより挨拶があり、続いて

吉野会長から今日のスケジュールや登山コース

などの説明が有りました。私にとっては滅多にな

いバスハイク参加なので、最初は遠足気分・ルン

ルン気分でした。 （*^_^*）  （*^_^*）  

名神の京都東から湖西道路へ入ると、少し渋滞気

味でしたが大したこともなく、予定通りの時間に

比良・イン谷口に着きました。 今日の滋賀県は

快晴！！ 文句なしの登山日和です！！ 

 

 思い思いにウオーミングアップする女性隊員！ 

 

 

虫よけ？日焼け止め？・・女性の準備は大変です！ 

・・・堂満岳へ登るコースはこゝ「イン谷口」を

起点に、ノタノホリを経由して堂満岳東綾を登る

時計回りコースと、正面谷を登って青ガレを詰め、

金糞峠から山頂を目指す逆コースがある・・・と 

バス内で説明を聞いてはいましたが、どの方向が

どうなのか？初めて参加の私には解りません！ 

出発して 10 分程行くと丸太 2 本を渡した橋

が有り、滑らない様慎重に通過・・緊張が走りま

す！ 

古びたバンガローを左右に見ながら登っていく

と、左へ結構荒れた登山道に入りました。途中、 

 

ノタノホリについての説明を聞く皆さん 

 

「ノタノホリ」という池の傍で、この池について

会長より説明が有りました。・・大蛇のすみか伝説

のある池であること・・池の浮き草はジュンサイ

であること・・モリアオガエルが多く生息してい

ること・・獣たちの水飲み場・・などなど、聞い

ていると満々と水を蓄えたこの池が、益々神秘的

に思えてきました。・・植林された登山道をしばら

く進むと、いよいよ本格的な急登です！ 

 

  突然現れた古木に咲いたヤマツツジ？ 



 

お花の前で笑顔の皆さん 

 

しばらくジグザグの道を登っていると、突然目の

覚める様な色をした見事なヤマツツジ？が現れ、

しばし見とれていました！又、途中で少し霞んだ

琵琶湖が美しく見え感動しました。 

堂満岳が近づくと、シャクナゲの木々が多く出

て来たのですが、花の姿はほとんど見えません！ 

今年は桜を始め、春に咲くほとんどの花が 2週間

前後早く咲いてしまい、南面のシャクナゲも殆ど

終わった様な感じでした。（残念！！）・・ 

 山頂は狭いのでここで食事！・・の指示が有り、 

ヤレヤレやっと食事だ！とホッとしました。 

 

苦しかった思いも何処へやら・嬉しそうな皆さん！ 

 

いつの山行きでも他の皆さんから羨ましがられ

る「保久良レストラン」の仲間になれて幸せな私

で～す！（御馳走さま！） 

食事を済ませた場所から山頂までの標高差

100 メートル余りの登りが本日一番の急登で、

ここでヘバるわけにはいきません！・・木を掴み、

ロープを掴んで・・やった～！堂満岳・1057メ

ートルの山頂にやっと到着しました！！ 

 

  思わずピースサインの筆者 

 

頂上でニューサークルのヤング組と一緒に記

念写真に納まるも、撮影班？のＭ氏に「シワ増え

たね～（笑）」と言われてショックです！シャクナ

ゲが満開に咲いていたら、お世辞でも「シャクナ

ゲ女史やな～」ぐらい言われたかもね～！！ 

 

記念撮影の仲間に入った筆者 

 

 山頂からはひたすら降りにかかります。比良山

系縦走路から金糞峠までには両側の斜面にシャ

クナゲの木々が続き、所々にピンクの美しいシャ

クナゲを見ることが出来ました。（Ｍさん、ここに

咲いていますよ！ 私と比べて見て～！） 



 

 北斜面にひっそり咲いていたシャクナゲさん 

 

やはり今年は咲く時期が早すぎたのか、それと

も花の咲く裏年であったのか、何れにしても花々

に囲まれることは出来ませんでしたが、美しく咲

いた時のことは想像できたので十分満足でした。 

途中、花束のように咲いている見事なピンクの

オオイワカガミに出会い大感激！！心が洗われ

るようでした！（やっぱり来て良かった！） 

 

見事なオオイワカガミの群生 

 

金糞峠からはガラガラした岩場の急降下に入

りました。もともと怖がりの私にとっては大変な

所です！でも、降りなければ帰れません！保久良

支部のＭさんと私は、Ｋさんのご指導で何とか降

りて行く・・。集中力が欠けそうで、とても長い

道のりに感じました・・！途中から先頭の吉野会

長のすぐあとに付かせて頂き、会長の足元と同じ

所に足を置きながら、ひたすら降りました。 

最後の青ガレは大きな岩が崩れた様な岩場で、 

足を置く位置までの巾が広く、苦労しましたが何

とか下ることが出来、バスの待つイン谷口に付い

た時は心底ホッとしました・・・。 

 

青ガレ手前まで降りてホッとしている筆者（右） 

 

 帰路に寄った「天然温泉・ひらとぴあ」では入

浴後皆さんで集まり、無事を祝ってビールで乾杯

しました！ 

   

今回は山仲間のお陰で岩場も何とか降れて、本当

に良い経験をさせて頂きました。皆さんに感謝で

す！ 楽しい 1日を有難うございました。 

 

 

挿入写真提供：松本 良一（布引支部） 

吉野 会長 

天 候 晴れ 

担 当 例会・自然保護委員会 

参加者 32名（内当会員 32 名） 


